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項 目 要  約 

１．研究の概要 軽水炉の使用済み燃料の減容と有害度低減（以下「減容・有害度

低減」という。）は、核燃料サイクル全体においてプルトニウム（Pu）

蓄積量のバランスも含めて考える必要がある。本研究では既設軽水

炉と次世代軽水炉を対象とし、長期的な減容・有害度低減目標を踏

まえた我が国の核燃料サイクル全体の最適な姿を導出することを

目的として、以下の研究開発を行う。 

１）軽水炉仕様の検討

２）軽水炉仕様への影響検討

３）核燃料サイクルシナリオの検討

２．総合評価 
Ａ ・現行の軽水炉に対し、炉心設計にて環境負荷低減が可能である概

念を示したこと、核燃料サイクルに新しい考え方を示し、コスト

面の知見を得たことが評価できる。

・現行のプルサーマルに対して、この考え方をどのように適用する

か、ウラン濃縮度を10%とした際の再臨界性など、実現性のため

の課題をしっかり検討をして欲しい。

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


